
14　未来の安全と暮らしを守る道づくり

  平成22年度～平成26年度（5年間） 明石市

 ⑥　適切な維持管理・更新のための道路ストック毎の点検実施率

0

百万円 百万円 百万円 百万円

事業 地域 交付 直接 道路 省略

種別 種別 対象 間接 種別 工種 H22 H23 H24 H25 H26

14-A1 街路 一般 明石市 直接 Ｓ街路 改築 (都)山手環状線（中工区・西工区） バイパス L=0.86km 400

14-A2 街路 一般 明石市 直接 Ｓ街路 改築 (都)大坪線（連立） 20

14-A3 街路 一般 明石市 直接 Ｓ街路 改築 (都)八木松陰線（谷八木工区） 現道拡幅 L=0.59km 577

14-A14 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 74

14-A15 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 (１)魚住25号線(西岡） 歩道新設 L=0.05km 150

14-A27 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 138

明石市

(他)朝霧165号線外20線（大蔵谷・松が丘ほか） 明石市

明石市

現道拡幅L=0.15km駅広A=4700㎡

歩道段差解消・交差点改良50箇所

市町村名

明石市

明石市

100%

事業実施期間（年度）

6.8%

33%

0%

13%

100%

全体事業費
（百万円）

（H26末）

   道路の危険個所の早期発見と計画的な修繕により、道路の安全性の向上を図り、安全で快適な市民生活を確保する。

（様式第２）
計画の名称

アウトカム指標の定義及び算定式
備考

最終目標値当初現況値

計画の目標

計画の成果目標（アウトカム指標）

中間目標値

 ①　交通ネットワークを整備することによる主要施設間を移動するのに要する走行時間（所要時間）の短縮

 ②　歩道設置等により安全で快適な歩行空間を利用することができる歩行者の増加

 ③　早期対策が必要な橋梁の修繕実施率

交付対象

 ⑤　道路利用者が快適に感じる舗装の状態が保持されている道路の増加

 ④　通学路緊急合同点検で必要とされた歩車分離が実施された道路の増加

　MCI>４：路面のわだちやひび割れによる振動や騒音が少なく、道路利用者が快適に感じる舗装の状態

計画の期間

全体事業費 Ｂ

走行時間の短縮率〔％〕＝（交通ネットワークとして整備された路線での短縮時間/主要な既存路線での所要時間）×100

歩車分離率〔％〕＝（歩車分離延長／歩車分離必要延長）×100

⑤　道路利用者が快適に感じる舗装の状態が保持されている道路延長の増加率

1,845合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

（H22当初）

アウトカム指標の現況値及び目標値

（H24末）

効果促進事業費の割合

0%

0%

57%

約30,900人/12h

0% 0%

備考事業者
事業内容要素となる事業名

道路延長の増加率〔％〕＝（MCI＞４に舗装修繕する道路延長/対象路線の道路延長）×100

番号

0人/12h

④　通学路緊急合同点検で必要とされた歩車分離が必要な道路の歩車分離率

5% 20%

①　交通ネットワークとして整備する路線で結ばれる主要施設間を移動するのに要する走行時間（所要時間）の短縮

29%

③　地域の基幹ネットワークにおける橋梁補修実施率

0%

②　歩道整備等、交通安全対策を行った区間における安全で快適な歩行空間を利用する歩行者数

歩行者数〔人/12h〕＝歩道整備等、交通安全対策を行った区間における安全で快適な歩行空間を利用する歩行者数

1,719

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

 交付対象事業

（延長・面積等）（事業箇所）

明石市魚住駅周辺地区　(他)魚住１０，１４号線（明石市魚住町長坂寺） 歩道整備　　　　L=0.46km

平成26年2月21日

橋梁補修実施率〔％〕＝（補修実施済橋梁数／補修必要橋梁数）×100 0%

Ａ
126

Ｃ

⑥　道路ストック総点検対象の道路ストック毎の点検実施率

道路ストック毎の点検実施率〔％〕＝（点検実施済み道路ストック数／点検必要道路ストック数）×100

約25,000人/12h

社会資本総合整備計画

明石市



14-A29 道路 一般 明石市 直接 市町村道 修繕 28

14-A30 道路 一般 明石市 直接 市町村道 修繕 78

14-A33 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 13

14-A35 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 14

14-A36 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 156

14-A37 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 30

14-A38 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 7

14-A39 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 30

14-A40 道路 一般 明石市 直接 市町村道 交安 4

合計 1,719

Ｂ　関連社会資本整備事業 　

事業 地域 交付 直接 事業

種別 種別 団体 間接 主体 H21 H22 H23 H24 H25

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業

種別 種別 団体 間接 主体 H22 H23 H24 H25 H26

14-C8 道路 一般 明石市 直接 明石市 25

14-C9 道路 一般 明石市 直接 明石市 9

14-C10 道路 一般 明石市 直接 明石市 43

14-C11 道路 一般 明石市 直接 明石市 28

14-C12 道路 一般 明石市 直接 明石市 11

14-C13 道路 一般 明石市 直接 明石市 10

合計 126

番号 備考

14-C8

14-C9

14-C10 14-A29の橋梁補修とあわせて実施することにより、より安全で快適な道路ストック（橋梁）の確保が可能となる。

14-C11

14-C12

14-C13

14-A36の歩道整備とあわせて実施することにより、より安全で快適な道路ストック（道路のり面工・土工構造物）の確保が可能となる。

14-A30の舗装修繕とあわせて実施することにより、より安全で快適な道路ストック（道路付属物）の確保が可能となる。

市内通学路安全対策（市内一円） 歩道整備　　　　L=2.75km 明石市

道路ストックの総点検（道路付属物）

14-A36の歩道整備とあわせて自転車利用のあり方を検討することにより、より安全で快適な自転車利用環境の確保が可能となる。

省略
要素となる事業名

明石市

橋梁点検　　　　207橋 明石市

橋梁補修　　　　　８橋 明石市

明石市

明石市

省略

事業内容

要素となる事業名
（延長・面積等）

番号

番号

事業実施期間（年度）事業内容

備考

備考

（延長・面積等）

明石市

全体事業費
（百万円）

明石市

   一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

14-A30の舗装修繕とあわせて路面下空洞調査を行うことにより、より安全で快適な走行空間確保が可能となる。

14-A29の橋梁補修とあわせて実施することにより、より安全で快適な道路ストック（橋梁）の確保が可能となる。

明石市

市町村名

市町村名
事業実施期間（年度）

市内踏切安全対策 踏切安全対策　　２箇所

長寿命化修繕計画策定事業（182橋）

自転車利用のあり方検討

橋梁点検　　　　182橋

工種

工種

道路ストックの総点検（道路のり面工・土工構造物） 法面等点検　102箇所

道路ストックの総点検（橋梁）

道路付属物点検　5527箇所

路面下空洞等対策事業 空洞調査　　　　L=76km

魚住１１８号線外１０線（明石市魚住町）

(他)南二見１号線外１３路線 舗装修繕　　　　L=0.4km

(他)大久保地内道路外3線 現道拡幅　　　　L=0.29km 明石市

歩道整備　　　　L=0.97km 明石市

(他)明石中央５３号橋外７橋

二見5号線外10線 歩道整備　　　　L=0.50km 明石市

明石市

生活道路歩行者安全対策 歩道整備　　　　L=3.00km 明石市

地下道冠水対策 監視制御設備整備　　１箇所 明石市

活用方策等の方針検討

   一体的に実施することにより期待される効果



計画の名称 １４ 未来の安全と暮らしを守る道づくり

計画の期間 平成２２年度～平成２６年度（５年間） 交付対象 明石市

計画の目標 道路の危険個所の早期発見と計画的な修繕により、道路の安全性の向上を図り、安全で快適な市民生活を確保する。

１

図面
番号



別紙２

計画の名称：未来の安全と暮らしを守る道づくり 　　都道府県名：兵庫県明石市

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性


